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蒸着ニッケル触媒による油脂の水素添加

浅原照三・三好淑子
　金属蒸着膜の物理的性質，とくに水素，一酸化炭素等

のガスに対する吸着能，吸着機構に関しては多くの研究

が発表されている1）．そのすぐれた吸着能より考えて，

化学反応における触媒作用も当然推察できるわけである

が，エチレソの水素添加反応以外見るべきものがない2）・

そこで，われわれは蒸着ニッケルを触媒とした場合のダ

イズ油の水素添加を試みた．グラスウーノL，アスベスト，

アルミナ，ケイソウ土等の表面に10－4・一　10－5mmHgの

高真空下でニッケルを蒸着させ，相当厚い蒸着膜を得

た．

　K．Abresowa　3）は，エチレyの水素添加を行った際，

高真空下で行ったニッケルの蒸着膜の触媒能は弱く，む

しろ多少の水素が存在しているような状態でつけた蒸着

膜の方が優秀な触媒能を有していると報告している．そ

こで上記のようにして得た蒸着膜を一度250°C附近で

2hr水素処理したものを触媒として使用した．

　試料のダイズ油は，ケy化価194．1，酸価0・1，ヨウ

素価127．9のものを使用した．触媒の使用量はニッケ

ルとして，0．10～0．12％である．

　常圧および加圧のもとに水素添加を行ったが，担体と

してグラスウール，アスベストを使用したものは触媒能

がいちじるしく弱く，わずかにダイズ油のヨウ素価を5

・一・8低下させたに過ぎなかワた．当然これは触媒の表面

積に関係するものである．

　ケイソウ土，アルミナを担体とした場合について，常

圧下180～200°C，加圧下（水素初圧100atm）180～

200°Cの条件で水素添加を行った．その結果を示すと第

1表のようである．

　また水素添加後の硬化または半硬化ダイズ油につき，

A．0．C．S．の分析法に従って含有脂肪酸の分析を行っ

第　　2　　表

不　　飽　　和　　酸

　　共　役　酸

ジー・1・・一・

1　0．3％　　　0％

3　　　0　　　　0

5　　1．0　　　　0

7　0．1　　　　0

8　4．0　　　　0

9　　　0　　　　0

非　共　役　酸

オレイ　 リノ”　リノレ
ン　酸　ル　酸　　ン　酸

62％

50

84

83
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飽和酸

37％
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16

2

5．6

第

た．その結果を示すと第2表のようである・

第1表，第2表の結果より明らかなよう1こ，蒸着ニッ

ケル触媒は非常に選択性が大であり，階段的1こ反応が進

行している．，また当然のことながら．共役酸は非共役酸

よりも早く水素添加されいる．アルミナを担体として，

加圧下特に水素初圧100atmで，反応温度を200°Cに

保って硬化させると，30分間で融点68°C，ヨウ素価

13．5の硬化油が得られ，他の沈デソ触媒に比して優る

とも劣らぬ結果を示している．担体の表面性状，担体の

種類，蒸着ニヅケル面の性状等今後研究すべき問題は多

いが，一応まとまった結果が得られたので報告した．

　本実験を行うに当り，特研生中田一郎氏のご協力に対
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1 表

No．1

　　2

　　3

　　4

　　5

　　6

　　7

　　8

　　9

触 媒

　Ni一ケイソウ土

　Ni一ケイソウ土
　　Ni－一一ケイソウ土

No．3の回収触媒

　Ni一アルミナ

　Ni一アルミナ

No．6の回収触媒

　　Ni一アルミナ

　Ni一アルミナ

反　応　条　件

圧 力1準C職h、興

常常常常常高
圧圧圧圧圧圧

（初圧100atm）

　　　　〃〃

常高 圧圧

（初圧50atm）
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反応後のダイズ油の性状

ヨウ素価 ケン化価 融点（°C）

56．3

67．9

45．8

109．1

91．3

13．5

64．2

110．0

61．1

191，4

190．8

190．2

193．0

192．5

188．6

190．0

193．5

191．1

48－－9

38

53

8n◎ハ00り

40
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